
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(資料)OECD 資料より作成。 

    2023 年の日本経済の大きな課題は、生産性の恒常的低下にある。経済の付加価値率(時 

間当たり生産性)を OECD(経済協力機構)のデータで見ると、2000 年以降低下傾向にあり 

加盟国平均を常に下回って推移し、2019 年 38 か国中 28 位となっている。付加価値とは 

商品・サービスの本来的価値に加え「+α」の追加的価値であり、生産者から始まり消費 

者に至るまでの経済活動、その前提となる意思決定等に対して変革をもたらす要因である 

商品・サービスの本来価値やコスト削減にとどまるのではなく、経済活動に対して進化を 

もたらす新たな価値の創造を意味する。 
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